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n
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v
o
l
v
e
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tRe 

m
a
k
i
n

fQo
f

 

the 

article; 

b
u
t 

lie

と
言
へ
る
が
如
く
、
生
產
に
费
3

れ
た
、る
勞
侧
と
财
に 

て
支
配
せ
ら
る
ベ
き
勞
働

V
J

は
全
く
別
種
.
の
も
の
S

せ 

b

。
以
下
教
于
の
學
者
の
所
說
を
參
考
丨
し
な
が
ら
ス
ミ 

ス
が
.
典
何
れ
に
: ®
&

を
骰
け
る
か
を
硏
究
せ
ん
と
す
。

(

B

一.)

. 

S
m
i
t
h
,

 “
l
o
p
.
'
c
i
t
.
'
V
O
L

 

i
.

 

p
.

 

.32
, 

s

 

ニ) 

w
h
i
t
a
k
e
r
:
l
o
p
.

 

c

r

p

. 21 .—
珍 

ノ 

(

E

三)

.

.S
m
i
t
h
:
—

o
p
'
c
i
t
.

 

v
o
l
.

 

.
i
r
.
p
- 32

. 

■

:

0̂

0

河
上
博
士
、f

ア
ダ
ム
*
ス
ミ
ス
0
,似
値
論
it
-就
い
て」

三 

出
掛
曾
雜
誌
第
七
怨
婼
一
號
七
ニ
ー
三
K
ょ
り
引
川
す
。

(

十
四)

ジ
工
i

ム
ス
*

ボ
1

ナ
ー
は
其
論

H
「

ア
ダ
ム
•
ス
ミ

ス」

の
中
、
偎
値
£

準
を
論
せ
る
條
に
於
て
銀
は
短 

期
の
、
，穀
物
忒
1
期̂
の
慨
値
嫄
寧
9̂
適

し

"

勞

働

は

不

 

變
の
悄
値
^
維
な
り
ど
の
，ス
4
ス
の
說
を
紹
介
し
、
興 

勞
働
の
竞
哝
を
次
の
如
く
解
せ
り
。

tmds it: 

l
i
a
r
d

r+
o liold 

this 

distinction, 

a
n
d

a)
k
e
e
；p 

the 

senses 

of" the 

w
o
r
d
s

 

clear.

而
.し
て
、
其
好
著 philosophy and political

4?o
n
o
m
y

 

に
於
て
は
.

「

ア
ダ
ム
‘
ス
ミ
ス
は
.フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
と

同
じ
く
、
使
用
價
値
を
硏
究
す
る
こ
ど
な
く
、 

を
全
然
交
換
僧
値
に
昀
け
た
り
.。
彼
は
、
交
換
惯
値
の

通
常
外
標
準
尺
度
は
貨
幣
な
6
 

S
せ
り
。
.
.
.
.さ

れ
ど
す
ベ
て
の
も
の
の
»

買
办
の
輿
の
#

-]
£
1:
標
职
は
貨 

幣
に
ょ
り
.
て
表
は
3

れ
た
る
侦
格
に
あ
ら
す
し
て
、
購 

S

が
其
財
を
以
て
支
吧
し
得
る
勞
働
の
％
1 :

な
K

y 

€ 

し
た
り
。
販
钗
莕
の
見
.
地
ょ
6

す
れ
ば
、
彼
の
販
H

す 

る
货
物
は
其
代
1«
物
の
有
す
る
勞
働
購
贷
カ
の
火
小
如 

何
に
i

6

T

、
其
惯
値
を
增
滅
す
、
而
し
て
、
_

買
«

 

の
見
地
ょ
り
す
れ
ば
其
購
ふ
«

物
の
似
値
の
大
小
は
、

B
y

*

、lp>'
b
o
,
r

t/
.
 h

e
f
e

 

. 

A
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h
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a
n

的

t
h

作之が彼の勞

_

を

皆

き

又

は

姐

人
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働

を

購

貢

し

得
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S
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!

る
程
度
如
何
}:
i

f
て
決
定
せ
ら
る
る
な
り」

ビ
言
ひ_ 

て
前
論
文
ょ
b
も

詳

細

，に

其

所

見

を

述

べ

た

^

。

即

ち

 

■彼
は
交
換
過
.程
ょ
b
見
てL

a
b
o
r
-
c
o
m
m
a
n
d

 Standard 

.の
說
を
梂
れ
る
も
の
な
り
。
ボ
ー
ナ
ー
に
從
へ
ば
ァ
ダ 

ム
•
ス
ミ
ス
の
惜
値
論
は
郛
惯
値
起
源
論
に
於
て
も
又| 

典
偕
値
標
準
論
に
於
て
も
财
の
支
配
し
得
る
勞
働
の
分 

M
な
る
說
を
採
れ
る
な
り
。
3
れ
^
ボ
|
ナ
！
は
如
柯\ 

な
る
論
據
に
侬
り
て
か
、
る
斷
定
を
な
し
た
る
か
を
叨| 

示
せ
ざ
る
が
故
に
彼
の
唯
一
の
根
據
は
ス
ミ
ス
、が
交
换
一 

せ
んvj

す
る
人
に
對
す
る
財
の
®
値
は
支
配
せ
ら
れ
た\ 

る
勞
働
の
分
傲
の
大
小
に
.ょ
る
ビ
な
せ
る
に
侬
り
た
る|

も
の
と
見
る
の
外
な
し
。
3

れ
ど
菩
人
は
又
一
方
に
於
一 

.

•

 

,

て
物
を
猇
得
せ
ん
^
す
る
人
纪
對
す
る
物
の
^
値
が
投
一

せ
ら
れ
た
る
勞
働
の
分
最
に
ょ
り
て
決
せ
ら
る
と
ス
ミ 

ス
が
明
言
し
、
且Laborlcost s

t
a
n
d
a
r
d

が
其
第
一
您 

第
五
章
以
外
即
ち
價
値
の
標
維
又
は
秤
*
を
論
せ
る
條 

以
外
に
は
藉
し
く
顋
は
る
る
を
知
る
が
故
に
ボ
ー
ナ
ー

の
.
斷
定
R

對
し
て
は
#

意
を
.
表

す

る

.能

は

ざ

る

な
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詆
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敎
授
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P
r
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l
e
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e
n
d
i
x

 

.
1.

^
課
出
セ
ろ
も
の
な 
M
v
.

一
. '

: 

\

.リ
t

ド
の
一
般
«

*
忙
對
す
る
や
、
大
に
其
廣
M 

周
密
な
る
祺
實
上
の
知
識
に
$
き
て
論
を
な
し
、
之
を 

「

議

論

の

解

說

、
論
，設
ヽ
、
前

挺

、

j

の

爲

め

に

用a
た
6
。

S

3
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卷
，
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七
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_
 

0, 

'錄

マ

ー
?/

ァ
シ
敎
授
，0
9

^

が
F

m

値缇說批評*

笫八
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第
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a

卷
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(

一

oセ̂
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P
錄

マー

3/

ァ
)v

敎
授
0

”
力
少
ド
似
値
學
餽
批
評
 

第
八
號-

然
る
，に
31
:

經
濟
舉
原
論
中
に
て
は「

同
じ
間
題
幺
も
、

. 

殊
M

al
:

身
邊
の
實
際
社
會v

j

は
沒
交
涉
に
之
を
論
じ
^
 

る
な
b

。」 (

ダ
ン
パ
ア
}
而
し
て
> 

彼

は

千

八

西

ニ

十

年 

五
：月
マ
：ル
サ
ス
'に
»

じ
：(
此

年

マ

氏
は
：：.「

實

際

適

用

上
 

:

ょ

ぅ
見
た
る
經.濟

學

原

論
」
：

を

著

せ

ぅ

)「

思
ふ
.に

：吾

人：|

'

の
'
意
見
の
栩
違
«

'

或
點
に
於
て
貴
下
於
拙
著
を
、
.
.予

|

 

の
企
劍
以
上
k

實

際

的

の

も

の

な

考

ふ

る

に

由
 

る
.名
云
上
事
を
猾
べ
し
ァ
予
の
目
的
は
觀
論
の
闡
阱
じ

\ 

f

r

予
が
極
端
な
る.場
合
を
想
像
せ
し
は
此
が.爲

め

| 

に
し
て
予
は
斯
く
しV

此
等
諸
源
則
の
作
用
を
明
かな 

ら
し
め
得
べ
し
ビ
考
|べ
し
に
ょ
る
'1
_
0
.と
云
へ
ぅ
-0

タ
氏 

の
原
論
ば
系
統
的
の
著
書&

稱
し
難
し
。
元
冻
此
書
は■
. 

友
人
の
，切
な
る*

獎
に
ょ
6

て
公
刊
ザ
ら
れ
し
ネ
の>
 

\ 

其
行
論
に
際
し
心
啪
識
者
を
豫
期
せ
し^

せ

.^
，

を

は 

主
ビ
しH

彼
が
自
ら
交
際
せL,
政
®

家
、
實
業
家
等
な
：
 

り
し
な
る
べ
し
。.
3

れ
ば
膨
故
ら
に
其
議
論
を
論
理
上 

完
全
な
ら
し
む
る
が'.‘れ
め
.
必
耍
を
る
多
ぐ
のV
®

を
削
-
‘.

r

s

:

'

除
%

じ
‘も
，0,
^

^

、：
龜
s

^

r

M

は̂
版
等
0

».
»

5:
'

自
|]
/
] 

の
^

ど
認
む
可
ん
と
考
へ
し
に
出
る
も
の
な
る
ベ
し
。 

加
之
彼
は
同
年
十
月、
.

マ-

?

ス
に
吿
げ
し
如
く「

文 

才
に
乏
し」

‘
か
ら
し
な
り
。
彼
の
：思
想
の
深
遠
な
る
に 

反
比
例
し
て
そ
の
說
明
は
混
雜
し
、
特
殊
の
意
味
の
用 

語
を
故
し
な
が
ら
是
を
說
明
せ
ず
、
又
其
用
語
法
を
二 

賞
せ
.
し
む
る
事
な
ぐ
一
の
假
定
ょ
り
他
の
假
®
に
移
る 

も
何
等
の
注
意
を
與
ふ
るこ
ヾ

し

な
き
也
。

—

.

さ
れ
.ば
彼
を
:£

當
に
理
'»

せ
ん
ビ
す
る
に
は
、
吾
人 

は
そ
の
言
說
に
つ
き
彼
が

K

ダ
ム
•
ス
ミ
ス
を
解
釋
せ 

し
以
上
に
寬
大
な
る
を
要
す
、
即
ち
其
言
の
曖
味
な
る 

.
場
合
は
ヽ
彼
力
言.は
ん..*>0

.

欲
せ
し
^

を
31

の
著
^

冲
他
. 

の
項
目
卞
R

求
め
以
て
之
.が
.解
驛
に
充
っ
ベ
き
？
6 

菩
人
に
し
て
彼
の.眞
.
^
を
翻
ま
ん
が
た
办
此
勞
を
吝
ま 

ざ
ら
ん
か
.
、
其

學

說

は

完

稱

こ

を

許

し

難

げ

れ

、 

通
例
彼
に
歸
せ
ら
る
、
誤
®

め
多
く
は
之
を
免
れ
得
べ

,

!
.例
を
樂
げ
ん
か(

原
論
第一

寒
第
一
節)

彼
は
剃
用 

.
は(

芷
準
}

價
値
R

「

絕
對
的
R
,
必
要」

な
れ
ど
も
之
を 

t[
*

量
す
る
克
の̂

非

ず

又「

存
在
*

甚
し
X

限
定
せ
ら 

.
る
、」

物
の
價
値
枕
-
;

「

富
の
.
程
度
及
~
び
是
を
得
ん
$
欲 

す
る
人

.々
の
.
嗜
好
に
よ̂

v

て
變
動
す」

W

謂

?
.
°
然 

る
：.に
他
の
個
斯(

同
上
：第
.四
章)

にV

 

,は
.市
價
動
搖
の
過 

'

程
は
一
方
販
賣
に
提
供
せ
ら
れ
し®

と
他
方(
「

人
類
の
：
 

欲
蕻
及
希
3

b

^

.

aり
て
決
定
せ
ら
ぢ
艺
主
眼
す。

：
.

®

に
其
深
遠
な
れ
V

I

不
1

な
る
--
1

惯
値
と
富」

ビ
，
 

の
差
異
.
の
.論
に
?

は
®

双
利
用
と
全
1

用
s

0

M
 

別
を
立
つ
る
に
询
は
ん
ど
ぜ
る.も

の
:\
-
如
レ
。
.何
者
彼 

ば
l

m
を
以
て
全
部
利
用
そ
指
し
^
憤
値
は
當
の
增
加
部 

分
に
應
す
せ
泣
論
す
名
が
如
く
 

y

而
し
て
此
場
合
增
加 

部
分
：と
は
買
手
が
宛̂.
購
a

冗
.可
な
&

と
考
ふ
る
財
0
 

量
よ
り
來
る
も.の

に

し

：て

.、

供

給

不

足

.の

.場
合
に
は
.
.偶
. 

然
の
出
來
事
に
よ
る.

1

の
も
の
な
る
ミ
、
生
產
瘦 

增

加
-0

結
艰
に
ょ
る
永
久
的
の
も
の
な
る
^
を
問
は

.す
、
ff
i

値
：に
よ
卜
て«
:6

る
へ
富
の
限
斯
»
加
郤
分
大 

S

な
るV
J

同
時
に
.
、
財
よ
，り
得
&

る
べ
き
全
體
ー
の
«

如 

ち
全
部
利
用
は
減
少
す
る
と
謂
ふ
が
如<

#

ベ
：ら
る
れ
. 

ば
：.な
り
。
其
所
論
の
迦
旨
ば
結
局
供
給
の
制
限
杞
よ
レ
、 

限
界
利
用
は
增
加
し
、
全
部
刹
用
は
減
少
す
、
ぶ

i
K

は 

ん
と
也
し
もQ

に
し
て
、
唯
•(

微
#

學
の
简
潔
：な
る
用 

r

.

^̂i

■ら
S

る
^

.
め
，

)

.

.手

際

よ

'く

此

意

を

言

ひ

*

.は
す

ベ
き
逾
當
な
る
言
葉
を
發
見
し
得
ざ
り
し
に
過
ぎ
ざ
る

な
-CN

O

 

.

.

.

.
:
:

ニ
'
'
:

然

：る

に

利

用

の

問

®

に

つ
&

大

に

■

ず

ベ
き

も

の
あ 

る
事
を
思
ぱ
ぎ
レ
し
ど
同
時
に
、
：生
産
費

V

憤
値
ビ
の： 

關
係
に
關
す
る
世
人0

了
解
本
.完
全
に
し
て
、
而
か
も 

此
.間
題
比
對
す
る
謬
見
は
動
も
食
れ
ば
租_
:
及
財
政
上
：
 

の
實
際
間
題̂

就
ぎ
國
家
ゼ
誤
る
も
の
な
る
を
信
じ
、 

仍
て
特
f

此
問
題
に
關
し
て
論
述
す
る
處
あ
り
穴
る
な 

し
か
も
彼
は
錄̂

も
性
念
な
_
ケ
き
。

ノ

K
V

第

十

卷
2

0

七
七)

雜
：

錄

マ
I

V

ア
ル
敎
授
のU
•力
似
値
學
說
批
評
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K
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第
十
ー

§

 

(

一
 
〇

七

<
)

錄

丨
^
ァ
ル
欺
授
の^
-カ
^
F
M値
學
跳
批
評

第八號二

 H

ハ

.
' 

'
蓋

し

、

リ

ネ

ル

、ド

は

財

財

顧

酬

漸

減

、

不

變

、

又

は
 

漸

增

の

®

の

何

れ

か

に

從

ぷ

に

i

t

三

稱

類

怍

分

た
 

ダ

、

離

を

知

b

乍

ら

、

總

て

0

種

類

0

財

に

適

用

せ

ら
 

る

V
價

値

論

に

於

て

ば

、
：
此

區

別

を

無

視

す

を

を

以

て
 

辩

も

^-
を

得

し

，も

00
X

考

へ

た

る

«

&
。

任

意

^

選

擇
 

せ

る

財

は

報

酬

漸

減

及

漸

增

ニ

法

則

の

、
」

に

從

ふ

ギ
 

同

じ

く

、

.

.他

に

も

從

ふ

も

の

な

々

。

故

に

.假

K

是

等

ニ
 

法

則

队

锊

報

酬

不

猶

§

則

に

從

ふ

も

の

と

假

定

し

て
 

可

？

 
5

へ

た

り

、」

此

g

に

就

て

は

彼

の

所

爲

は

必
 

し

も

不

可

な

^

ざ

る

べ

き

も

、

其

行

論

の

過

程

を

明

瞭
 

に

記

述

せ

ざ

b

し

は

彼

の

過

失

M

b

.

。;:
:

.
彼
は
.第

r

章

第

：

1
®

に
論
じ
でs

ぐ：「

資
本
の
使
用 

殆
ん
ざ
な
く
、
.叉
或
渚
の
勞
働
が
他
者
の
そ
れ
^
、
.殆 

ん
ど
同
じ
價
格
を
有
す
る
n
原
始
の
社
會
に
於
て
は」

「

一
財
の
偕
値
、或
は
之w

換
へ
て
得
ら
る 

>
財

'*
分

篋
 

は
、
3t

生
齑
に
必
•要
な
る
勞
働
の
相
鉀
^

に

.:
1

り
て
定 -

雄
間
十
一
一
人
の
勞
働

I

四
人
の
勞
働
と
に
て
作
ら
れ 

各
.人

ば

同

じ

位
®
に
®

ず

と

せば
、
.

1

0

-I
E

維

：偾
値 

は
後
者
のill®

な
り
o"
何
翁
前
潘
に
投
せ
ら
れ
し
資
本 

に
#(
し
利
澗
？
し
て
一
割if
加
せ
ら
る

ベ
し
ど
せ
ば
、 

像
者
に
於
で
も
一
割
增
加
せ
ら
，る
y，を
要
す
る
が
故
な 

1【

該
£

の
勞
働
者
1
人
：1
年
の
賃
龈
を
ル
ビ
せ
ば 

注
産
费
ば4w. 

_

及

12W. 

0

R
し
て
爾
漭
の

m
o
o 

t
/ 

i

: 
. 

I
 

比

は

4

 

"
1

2

即
ち
：1

:
3

 

f
o
^

然
る
に
彼
は
進
ん
で
以
出
の
假
定
は
文
明
進
步
せ
し 

時
代
に
於
て
は
妥
當
を
欠
き
、
價
値
S

生
產
費

y
>

の
關 

係
は
更
に
遙
か
に
祓
雜
な
る
を
示
^

ん
ビ
せ
り
。
‘仍
て 

右
に
.
次
で
第
ニ
節
.
に
於
て
ら
性
質
異
.

る
勞
働
は
其
報
«

 

興
'
な」
旨
を
論
：じ
た
り
。.
鎳
屋
の
K

銀
が
工
場
勞
働
者 

の
賃
銀
の
ニ
倍
な
せ
ば
、
前
者
一
時
間
の
發
働
は 

後
恶
の
ニ
時
間
に
相
當
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
' 

其
相
對
的 

賃
銀
に
變
動
あ
，ら
ん
か
之
等
勞
働
莕
の
恨
れ
.
る
物
の
相
.

匕
、
云
ひ
_
て
可
な
办
と
。
即
ち
ニ
物
ゐ-

=
s、

一

•

對
的
憤
値
に
、
之
に
鳴
ず
，る
.變
動
あ
る
べ
さ
事
當
然
な

■.
:
!■
•■
’l-
i .
'
i
l
g
i
B
r
i
l

a .i
—

i
—

ilM
ililli

li
i
lli—

iiwiii6M*wiiiiw
w
i
i
u
i
w
i
i
i
i
i
—

M
j
M
—

n
i
i
i
i
l
i
i
i
ii
i
i
i
i
—

i
i
i
i
—

i—
B
—

iw
I

M
M

iw
w
I
w
i
—

w
iw

i
M
i
i
w
i
i

h
^
o
.然

れ

’共

彼

は

瑰

代

.の

經

濟

學

者

の

如

ぐ

時

代

の

推
 

移

に

つ

れ

、

普

通

勢

働

消

に

比

し

銶

屋

の

赁

龈

を

變

動

，
 

せ

し

む

る

諸

原

因

の

分

析

は

之

を

行

は

ず

^

直

に

如

上
 

の

»

動

は

大

な

る

事

能

は

ず

€

云

ふ

を

以

て

足

れ

ゎ

ヒ

I

O
 

■

: ■
:
 

.
 

.
■:
.: ハ
|

:第
三
節
に
至
り
、」

.財
0
生
產
費
を
#

»す
る
に
：際 

し
：、
之
に
蓝
接
用
び

6
れ
た
る
§

の
み
な
ら
ず
。
&
 j 

等
の
勞
働
を
猶
助
せ
し
器
具
道
具
及
建
農
等
に
，投
唆
ら

|

 

れ
.し

勞

倒

を

も

舞

入

す

ベ

き

こ
^

:^
'±

5g
し
、
當
^

©

™ 

意

し
T
興
®
後
R.
I潜
め

置5
し
、
時
間
：

S

要
素
は
蚯
處 

に
於
て
必
然
附
加
せ
ら
る
、
の&
む
を
得
ざ
る
に
至
れ\

使
^

じ
ょ
戈
：て
消
雜
せ
ら
|

>
流

通

資

本

並¥

^

^
鮝

：
 

本
の
'充
用
ょA

生
.す
る
效
^

の
異
同
を
說
き、‘.
yi

に
又 

財
を
作
る
ベ
き
機
槭
：の
製
造
に
投

.せ

.ら

：る
べ
き
勞
働
時 

間

：に
つ
き
考
慮
を
费
し
た

6

。.
即
ち
乙
の
：時
顧
長
け
れ
： 

ば

生

産

費

大

な

る

ベ

く

從

，つ
て
，

「

財
^

市
場
に
.齋
ら
さ 

.る

、
迄
に
經
.過

す

べ

き

長

時

間

を

償

ふ

た

め

其

憤

値

大 

な

^

V
O
J
S 
云

へ

：S
,
0
:

最

後

に

第

：九

節

に

_

>

、

投

資

期

間

の

5

違

が

、

直

： 

接

間

接̂

間

は̂

^

相

對

的

價

値

：に

及

ぼ

す

影

響

を

綜
 

括
し
、
且
っ
賃
銀
：栌
共
に
上
1

^

す
ミ
せ
ば
"

其
變
動
が
'

異
種
.
の
財
の
相
對f

傭
値
.
に

：對

す

る

影

響

は

一:

時

的

な
 

含

論
ず
。
至
言
な
‘

む
。
然
れ
：共
利
润
桊
下
察
せ
に
：
 

從
つ
て
第
四
節
に
.
於
て
.「

一
部
の
財」

A
_

s
e

t

 

o
f
'

市
場
に
出
す
に
先
ち
興
生
摩
に
長
彻
間
の
揸
資
を
耍
す 

o

o

i

o

a

f

 

c
o
s
t

 

V
J

總
费
用
，

る
財
の
相
對
的
猜
値
を
低

«

す
べ
し
と
'

說
く
。
蓋
し
或
. 

t
o
t
a
l

 

c
o

s
t

と
を
韫
別
す
る
.
困
.
難

を

避

く

る

た

め

被

は

場

合

、：.
投
費
«

苹
均
：：

一 .

し
t

利
_

^

し
て
賃
龈
：
 

屢
々
こ
の
簡
單
な
.

る
方
法
を
“
用
ひ
た
^

^

)

0 ,

偎

値

に

及

勘

足
#

に
一
割
の
錄
入
を
婴
す
る
に
、
他
の
場<

2

は
ニ 

■

ぼ
す
諸
®

の
影
#

を

j

層
綿
密
k

,

論
じ
、
殊
に

一

圓
の
年
間
に
し
て

一

削
ニ
分
の
加
錄
を
要
す
と
せ
ば
、
利
潤

'

第

十

三

盤

C

五
〇
七

九

)

雜

錄

ゝ

マ

ー

/
>ァ
ル

数

授

め

3
ヵ

>
_ド
似

値

唞

餽

批

評

、
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第
十
p

 

(
1

0

八
9

雜

n
i

八

五

分

の

一

の

下

落

は

後

の

埸

众

に

は

加

箅

糊

，ニ
十
ょ
り

十
六
に
減
ず
る
も
前
潘
に
：於V

 

•は
十
ょ
b

A

sな
る
に

過

ぎ

す

。

【

兩

者

の

直

接

^

^

原

價

栩

等

し

と

せ

ば
、
0

動

前

^
於

け

石

雨

者

の

價

値

：の

比

率

は

_

即

ち
：
1
0

9
1

變

動

後

は

_

即-'
?
>1
0
7
4
:
下
落
の
割
合
約
二
分

な
りI

彼
の
酿
論
は
明
か
に
假
定
に
過
ず
、
後
章
に
於

て
投
資
の
期
間
.を
他
所
に
し
產
業
0
種
類
f

:
る
場
合
.

利
ー
澗
相
違
す
る
他
の
原
因
を
論
せ

t

し

か

も「

時

間」

或
は「

期
待」

W
a
i
t
i
n
g

が「

勞
働j 

同
.じ
ぐ
生
産
費

の1

要

素

な

る

と̂
に
：つ
き
て
は
之
を
其
第
；
一
章
中
に

論

せ

ず

し

て

他

に

克

く

是

，を
高
：侧

*
說

す

る

，の

途

ぁ

シ

し
ゃ
不
2
や
蓋
し
.̂]
度
し
‘難
き
?/
«
り
。
然
れ
共
不
幸
氏

は
節
淑
な
る
文
字
を
喜
び
"
典
讀
者
は
彼
の
與
へ
し一

:
QI®
示

に

つ

き

常

に

自&
說
，明

を

補

ふ

も

：
の
ビ
思
へ 

)

0

..
'

•

 

.

.

. 

_ 

V

第

一

章

第

六-®
の
か
末
0
.註

に

於

て

疋

忙

謂
へ
>
、
，
 

「

マ
; ^

サ
.

ス
氏
は
费
用
ど
物
の
.
價
値
と
.

1
'

致
す

5
0.

云
ふ

辦
を
以
て
予
が
學
說
の
一
抓
を
な
せ
る
が
如
く
考
ふ
る 

も
0

、

»

し
、，^

に
，し
て
.
費
用
を
は
利
® )
^

も
^

む「

隹 

產

■«
ビ

考

ふ

る

：

'
.に

藤̂

は
：̂
^

然
h

。
然
る
r c

上「

文
R
 

於
て
氏
は
此
意
味
を
身
へ
る
に
. #

ず
、
故
に
氏
ば
子
を 

正
し
く 
了
#

せ
る
.

も
0

に
非
ず
4

と
。
而
も
ロ
ー
ド
ベ 

ル
ト
ス
及
カ
ー\

9

マ
ル
.

ク
ス
は
、物
の
自
然

g

i s

値
は 

之

に

®;?
.
れ

し

勞

働
0

:

み
ょ
b

な
る
^

の
說
に
' 

つ
き
、
 

?

力
ル
ド
ね
典
據

^

る
も
の
と
し
、
此
等
の
：論
潘
の
結 

.

論
に
對
し
極
力
離
闘
せ
. ^

論
乙
經
濟
學
者
等
さ
へ
往

 々

彼
等
は
：ス
カ
ル
•

ド
..を
正
解
せ
る
も
の
に
し
て
S

.
そ
の
結 

論
は
リ
氏
の
說
'の
論
理
的
歸
結
な
る
こ
と
を
許
容
せ

>

9 

0 

'

此
：

T
事
及
之
に
類
似
す
る
諸
事
實
は
タ
カ
ル
ド
の
^

 

默
&

刹

斷

を

.誤
: &

せ
し
事
を
表
せ
&
。
彼
に
し
て

〗
j

彻 

-

の
，
.財

の

價

値

は

結

局

是

等

を

作

る

に

要

せ

し

勢

働

量

に
 

比
例
す
ビ
考
へ
ら
る
べ
き
ネ
の
な
れ
ど
も
、
此
は
他
の 

條
呼
に
し
て
繚
し
ぐ
、-
即
ち
..

〗
1

個
.
の
财
の
生
產
に
於
.て

用
ひ
ら
る
、
勞
働
は
熟
練
の
度
相
等
し
く
、
從
つ
て
貨 

銀

讓

等

し

く

、
生
產
を
帮
助
す
る
資
本
额
が(

賢
本 

固
定
の
期
間
を
附
酌
し
れ
る
も
の
ミ
し
て

)

相
比
例
し
、
 

從
て
利
潤
率
等
し
き
條
_件
の
下
に
於
て
な
る
を
要
す
る 

旨
を
、
時
々
反
復
し
®

か
は
可
な
6

し
な
ら
.

ん
。
彼

は

I. 

明
瞭
に
叙
述
せ
ず
、
义
時
，̂

し
て
蓋
し
彼
は
苽
準
價
値 

0
間
題
に
於
て
如
何
に
種
々
の
要
素
が
相
互
に
影
響
し
ヾ
™
 

合
ふ
や
を
完
佘
明
白
に
*

得
し
.
得

ざ

ト

ノ

し

な

る

.

ベ

く

、
’
： 

此

は

：
長

き

原

因

結

果

の

連

鎖

に

：於

.
け
る
連
續
的
關
係
に
.

：
 

非
ず
。
か
く
て
彼
ぽ
大
な
.る
經
濟
现
論
を
鍊
章
句
に
て 

言
表
は
さ
ん
？
努
む
る
惡
癖
ぁ
る
人
々
の
何
れ
に
も
勝

I
.
. 

り
て
過
を
犯
せ
る
者
な
ら
。(

未
完

)

0
i
$ 

(

一
 

〇
八
'

一y

雜

0
,
商
i

決
批
評
.

商

法

判

決»!
：

評西
本
辰
之
助

1

、

既

存

債

務

—
付

キ

ー

グ

爲

ス

約

東

手

 

形
振
出
ノ
意
_

一

、

旣

存

ノ

债

務

H
,

付

キ

約

東

手

形

ヲ

發

行

シ

タ

ル

 

場

合

二

.
於

テ

其

偾

務

力

K

改

ニ

固

ジ

タ

消

滅；/
:

タ

 

リ

ャ

否

ャ

”

之

力

^

®

ヲ

當

學

者

ノ

澈

思

ユ

求

ム

 

へ

ク

：當

事

翁

ノ

意

思

不

明

チ

ル

ト

キ

V
®

存

偾

務

 

■ノ

辨

濟

ヲ

確

保

ス

ル

，爲

メ

該

手

形

ヲ

發

行

シ

ク

ル

 

モ

ノ

ト

認

ム

.

へ

キ

モ

ノ

二

シ

ー

グ
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